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平成22年3月末日,水川佑経済学部教授は古稀の定年を迎えられ,実に36年
間もの長きに亙って勤められた専修大学を退職されることになりました｡
水川教授は,明治大学大学院政治経済学研究科博士課程を修了された後,埼
玉県立幸手商業高等学校教諭,東京都立明正高等学校並びに順天高等学校の非
常勤講師及び徳山大学経済学部専任講師を経て,昭和49年4月に専任講師とし
て本学に赴任されました｡この時代は,およそ15年間に及んだヴェトナム戟争
が終結し,また,日本の各地を駆け抜けた大学改革･学生運動の嵐もほぼ落ち
着きをみせた時代でした｡
水川教授は,赴任当初は｢現代資本主義論｣及び｢外国書講読｣を中心に教
鞭を取られていましたが,その後,昭和52年4月に助教授,同59年4月に教授
に昇格されると, ｢産業組織論｣, ｢産業経済論｣, ｢寡占経済論｣, ｢現代経済論｣
及び｢経済原論｣等,実証系科目と理論系科目の両者を併せて担当されました｡
いずれの講義においても,その真撃で落ち着いた語り口は,経済学部の多く
の学生に深い感銘を与えて来られました｡また,大学院経済学研究科では,修
士課程で｢経済政策特論･演習｣,博士後期課程で｢経済政策特殊研究･演習｣
を担当され,多数の院生を親身に指導し,世に送り出されました｡水川教授が
手塩にかけて育てられた,数百名を超える学部と大学院のゼミ生は,大学教師
としての｢宝物｣になっているに相違ありません｡
他方,学内の教学役職としては,入学試験委員会,就職指導委員会,学生部
委員会,体育部委員会及び二部教務委員会等で委員を歴任され,さらに,学術
研究の領域では,昭和24年の創設以来60年近くの歴史をもつ社会科学研究所の
所長を2年7カ月間務められて,本学における教育･研究環境の改革･充実に
大きな功績を残されました｡
〟
水川教授の長年に亙る研究テーマは,主として産業組織論,産業経済論,寡
占経済論及び価格決定理論等に係る領域に及んでいますが,水川教授は,実証
研究あるいは理論研究のいずれか一方に偏ることなく,独占と競争,市場構造,
市場行動及び市場成果等に係る基礎的理論を踏まえつつ,自動車,鉄鋼,ビー
ル及び石油等の特定産業を対象として,当該産業における集中度,参入障壁及
び製品差別化等の状況と,各企業における現実の価格政策,製品政策及び広告
政策等を実証的に考察されています｡その研究成果は, 『独占･競争･協調の
基礎理論』 (世界書院,昭和54年)及び『日本のビール産業一発展と産業組織
論-』 (専修大学出版局,平成14年)等に見て取ることができます｡
水川教授は,これらの著作の中で,ご自身の研究対象は｢企業そのものでも
なく,産業間の組織でもなく,ある産業における企業間の組織である｡そして,
ある産業が資源の適正配分という観点から如何なる機能を果たしているのかを
検証し,公共政策に対して何らかの提言を行ないたい｣という趣旨のことを述
べられています｡経済･社会発展に責任を持つ企業人による｢諸資源の適正配
分｣の実践こそが, ｢経世済民｣ (世の中を治め,民を救う)という, ｢経済｣
(｢経済学｣)に課せられた目標を実現するのである-,私は,水川教授の研究
をこのように読み取りました｡
本来, ｢企業｣も｢産業｣も,そして｢企業人｣も抽象的な存在ではありえ
ない｡各々が持つその固有名詞に拘りながら社会的責任を果たす,ということ
になるのでしょう｡
本学を退職された後も,ますますご自愛され,硯滴日々に新たならんことを
祈念致します｡ここに, 『専修経済学論集』の-篇を退職記念号に充て,経済
学部同僚一同の心からの謝意を込めて,水川佑教授に呈上致します｡
平成22年3月吉日
専修大学経済学部長　室　井　義　雄
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